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邦
の
天
保
改
革
を
失
敗
に
導
い
た
決
定
的
な
要
素
で
あ
り
、

高
校
の
教
科
官
等
に
も
、
広
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
法
令
の
中
味
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
部
の
辞

訟
や
概
説
刊
に
よ
っ
て
大
き
な
泣
い
が
見
ら
れ
る
。
と
い
う

の
は
、
こ
れ
ま
で
、
上
知
令
の
狙
い
や
、
そ
れ
に
対
す
る
山
町

民
運
動
の
展
開
の
研
究
が
専
ら
進
め
ら
れ
、
上
知
令
の
「
定

性
分
析
」
は
相
当
進
ん
だ
も
の
の
、
法
令
の
中
味
で
あ
る
「
定

品
分
析
」
は
、
必
ず
し
も
十
分
行
わ
れ
ず
、
む
し
ろ
放
世
さ

れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
よ
い
か
ら
だ
。
限
ら
れ
た
紙
幅
の
中

で
問
題
占
を
指
摘
し
よ
う
。

①
上
知
の
範
囲

上
知
の
純
四
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は

「江
戸
大
販
の
」
l

E
四
方
」
と
い
わ
れ
る
が
、
「
江
戸
十
里
四
方
大
坂
五
虫
凶
方
」

と
い
う
異
説
が
あ
る
。
幕
府
の
法
令
に
は
「
段
寄
一
円
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
だ
け
で
、
ど
ち
ら
の
記
述
も
な
い
。
「
大
坂

J
l

盟
四
万
説
」
に
つ
い
て
は
、
尼
崎
部
大
庄
民
間
本
市
兵
術

日
記
(
西
宮
市
史
凶
巻
、
三
百
十
四
賀
)
や
『
藤
問
屋
日
記
』

に
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
、
民
間
で
は
当
時
か
ら
「
十
里
四
方
」

と
解
釈
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
に
対
し
三
上
参
次
『
江

戸
時
代
史
』
(
昭
同
)、
龍
居
訟
之
助

「綜
合
日
本
史
体
系
山

自
戸
時
代
史
(
下
)
』
(大
日
)
、
架

m元
次
『江
戸
時
代
史』

(昭
3
)
、
『角
川
日
本
史
辞
典
」
(昭
引
)、
『日
本
史
朗
読
大

辞
典
』
(昭
旬
、
柏
出
房
)
、

「吹
田
市
史
』
二
巻
(
昭
印
)
な

と
が
、
五
里
説
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
そ

の
恨
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
経
過
か
ら
最
近
は
阿

説
併
記
の
例
が
同
唱
え
て
い
る
。

本
来
上
知
令
は
、
幕
府
が
各
旗
本
や
大
名
た
ち
に
、
個
別

に
命
じ
た
も
の
で
あ
り
(
例
え
ば
、
旗
本
背
山
氏
の
例
。
『
尼

崎
市
史
』
五
巻
、
六
百
三
十
三
頁
)
、
し
か
も
、
尼
崎
孫
、
近

街
家
領
、
三
国
務
領
な
ど
、
上
知
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
が
ら

除
外
さ
れ
た
村
々
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
仮
に
上
知
対

象
の
村
々
を
一
村
ず
つ
地
図
の
上
に
落
と
し
た
と
こ
ろ
で
、

モ
ザ
イ
ク
状
の
複
雑
な
分
布
図
が
出
来
る
だ
け
で
あ
り
、
務

府
側
の
史
料
に
明
確
な
記
載
が
な
い
以
上
、
正
伺
な
答
は
得

ら
れ
な
い
。
た
だ
、
八
部
郡
の
村
々
が
上
知
の
対
象
だ
っ
た

こ
と
や
「
三
凹
務
領
は
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
」
と
、
前
掲
岡

本
家
日
記
に
特
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
、
り
し
て
、
五
監
(
二

十
J
)
凶
方
と
い
う
狭
い
純
聞
で
な
か

っ
た
可
能
伯
が
強
い
。

し
か
し
、
上
知
令
に
は
、
江
戸
、
大
坂
周
辺
の
ほ
か
、
新
潟

港
周
辺
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
や
、
忠
邦
が
天
保
十
四
年
八

月
の
触
の
中
で
、
江
戸
、
大
坂
の
ほ
か
、
全
国
の
飛
地
b
上

知
に
し
て
、
大
名
簡
を

一
カ
所
に
集
中
す
る
計
画
を
示
し
て

い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
五
認
と
か
十
塁
と
か
い
う
論
争
、

二
説
の
併
記
の
形
は
、
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。
「
最
寄
一

円
」
と
し
て
具
体
的
な
村
名
を
上
げ
、
「
民
間
で
は
、
」
l

盟
四

万
と
解
釈
さ
れ
た
が
、
五
県
四
万
と
解
釈
す
る
説
も
あ
る
」

と
表
現
す
る
の
が
最
b
的
を
得
て
い
る
。

②
上
知
の
石
高

上
知
の
対
象
と
な
っ
た
付
々
の
石
市
に

つ
い
て
は
、

二
十

一
大
名
七
十
六
版
本
、
二
よl
六
万
八
千
二
百
五
」
l

七
石
と
い

う
の
が
定
説
で
あ
る
(
『体
系
日
本
史
策

3
2
『政
治
史
日
』
、

北
島
正
元

「水
野
忠
邦
』、
『兵
庫
県
史
』
五
巻
)
。
し
か
し
、

こ
れ
は
全
く
の
誤
り
と
い
わ
ざ
る
を
併
な
い
。

こ
の
計
算
を
示
し
た
の
は
、
間
本
良
一
氏
で
あ
る
(
「天
保

改
革
」
岩
波
講
座

「日
本
庶
史
』
近
世
5
、
附
位
)
。
岡
本
氏

の
計
算
の
方
法
は
、

『大
阪
府
全
志
』
に
記
被
さ
れ
た
抽
末
の

史
料
に
基
づ
き
、
大
名
飛
地
領
の
十
八
万
五
千
石
余
と
旗
本

領
八
万
二
千
石
余
を
単
純
合
計
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
他
の
慨

説品川
U

は
、
岡
本
氏
の
数
字
を
機
械
的
に
抜
き
性
き
し
た
の
で

あ
る
が
、
岡
本
氏
が
こ
の
数
字
を
は
じ
き
出
す
際
の
註
釈
を

無
視
す
る
と
い
う
ミ
ス
を
犯
し
た
。
つ
ま
り
、
①
こ
の
数
ヨ

は
幕
末
期
の
む
の
で
あ
る
②
集
計
し
た
の
は
大
阪
府
下
分
の

み
で
、兵
庫
県
下
は
除
外
し
た
の
二
点
で
あ
る
。
問
本
氏
が

断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
天
保
則
と
結
末
で
は
ほ
ぽ
大
差
は
な

い
。
し
か
し
、
本
庄
村
史
資
料
編

一
巻
(
+
一
頁
)
で
紹
介

し
た
よ
う
に
、
石
一一
川
に
励
き
の
あ
る
村
む
な
い
わ
け
で
は
主

い
。
さ
ら
に
、
兵
庫
県
側
の
石
町
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
占

は
決
定
的
で
、
数
字
を
独
り
歩
き
さ
せ
た
こ
と
が
問
わ
れ
よ

、っ。③
よ
知
令
の
発
令
時
期

上
知
令
が
出
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
天

保
十
四
年
九
月
と
し
、
六
月
に
内
示
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

し
か
し
多
く
の
概
説
性
や
辞
円
、
年
表
等
に
は
こ
の

ど
ち
ら
か
一
方
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
九
月
説
は
、
内
臓

刷
史

『徳
川
寸
五
代
史
」
、
『徳
川
笑
紀
』
等
に
よ
る
も
の
だ

が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
触
が
八
月
に
出
さ
れ
て
い
る
(
「徳

川
祭
令
考
』
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
二
巻
)
。
し
か
も
こ
の

触
は
、

反
対
論
が
隙
り
上
が

っ
て

い
る
こ
と
を
む
放
し
た
昨

令
の
形
を
取
り
、
初
め
て
江
戸
大
坂
以
外
の
全
国
の
飛
地
む

対
象
に
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
お
り
、
最
初
の
上
知
令
と
は

異
質
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
六
月
に
は
、

内
示
と
い
う
よ
り
、
税
府
か
ら
旗
本
な
ど
に
正
規
の
形
で
上

知
令
が
出
さ
れ
て

い
る

(
前
掲
、
背
山
氏
の
例
)
。
七
月
に

は
、
代
わ
り
の
知
行
を
蔵
米
で
渡
す
こ
と
に
つ
い
て
触
b
出

て
お
り
(
徳
川
禁
令
考
ほ
か
て
む
し
ろ
、
六
月
が
正
式
の
発

令
の
開
始
時
期
で
、
八
月
に
再
度
新
し
い
内
容
を
感
り
込
ん

だ
触
を
出
し
た
、
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
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~海外姉妹提携~

海のかをたに

思いをはせて

Japanese Visitors 
To Museum 

M叫…
隣国 制 陶 哨

・刷 剛凶刷陶..-."問"...・l.......1.川
崎 目 ・I旬開，.
-~・4 四町

一一..".岡山崎
明日。ωm"'..，-，酬酬
齢別箇_...・由I
山園町 .，
a剛山一
一一咽山
由山畑町

町、--.
u・・h町，..........
"."・I・-日・6・..-刷，.・・2・.，・..，・.
町 田一回一旬……… .. ，...町-，.
山由聞 ω刷
出"一目....."“ E・g・M_.問ι叫 .

H 凶同一

T・e ・".・・町叫 由叩 .
叩山町山
陶 同町 叩船

..凹吻叫・M

小鴎悦廊史料館友の会会長

....1986年 8月27日付テアロハ ・ニュースから

昨年8月、史料館友の会では一味ちがったニュージーランドの旅
を企画、 14人で色I也を見学、回辺館長の現地での計らいで、北島の

小さな町テアロハに ある地域博物館を公式ltIm~J し、深江史料館と正
式に姉妹提携の湖印を行った.当地では日本人 1，1人bの団体が訪札

るのはめずらし く、大歓迎を受け、テアロハニュース新IlrJにむ大さ

く報道された.一行はi、2名ずつに分かれて色:ま庭に泊めてむら
い、友好を深めるなど国際交疏に大きく武献、貨盤な体験を bとに

今後の友好を普い合った.

玩
具
に
秘
め
る
庶
民
の
祈
b

お
府
県
の
代
表
作
、
個
人
の
収
集
品
展
示

hv
読
売
新
聞

神
戸
新
聞

ロ
年
3
月

2
日

日
年
3
月
3
日
V

新
聞

み
る

史
事ヰ
皇官

北
斗
H

こ
ん
か
の
み
っ
た
江
ぁ

帥
伊
蜘
珍
し
い
玩
具
の
特
別
展

瀧

ぃ
.
例
え
ば
、
パ
ネ
で
闘
び
は
ね

る
飛
の
人
陪
を
制

qLつ
立
~
神

声
侵
田
神
祉
の
『
は
じ
審
問
」

u間
和
初
年
に
同
輔

kh・
江
田

米
聞
に
記
こ
り
、
全
国
の
彊
り
子

入
居
に
彫
曹
を
与
え
た
「
大
冒
頭

子
」
角
太
平
時
咽
争
路
整
広
で

に
ほ
と
ん
ど
務
を
泊
し
た
.
ま

た
‘
出
舞
地
方
の
孤
り
子
の
ト
ラ

な
ど
伝
中
関
切
早
の
聞
揖
に
な
ヲ
た

も
の
も
腿
置
さ
乱
て
い
る
・

こ
れ
ら
の
蝿
士
長
具
は
、
凪
間

情
叩
や
庶
民
の
年
中
府
市
.
江
戸

宮

間

冊

目

霊

が

援

を

蔵

し

た

封
副

-Eに
ち
な
ん
で
町
民
る
よ
う

摺

ぐ

に

な

っ

た
も
の
な
ど
、

町
民
の
生

「
さ
た

を

活

史

を

色

縄

問

〈

眠

し

て

お

り

‘

同

誌

5
1吉
宗

ん

一

古

市

一
一
主
一

B
2

5
2
tng

聞
で
一
点
ず
つ
副
部
室
霊
園

2
3
5重
要

望

|
そ
一
八
十
八
雪
闘
示

。

言
尺

同

一日
っ

子

た

ち

は

、

『

会

主

面

表

、

怒

川

町

パ

ン

己

ッ

ト

を

圏
み
の
担
み
と
品
目
喜
ぐ
る
|

』
一定
耳
目
主
の
メ
ン
バ
ー
に
ち
が
す

吉
て
、
る
み
に
ど
と
、

置

を

て

い

弓

2

一

一

b

ま
た
.
覇
市
離
の
江
同
時
代

叫
刊

町

民

間

刊

誌

抑

制

一

路

川

河

川

終

日

日

一訪

れ

即

位

以

ぱ

暗

に

霊

泊

し

た

珍

し

い

ま

一
て
い
た
金
国
主
査
八
士
ニ
一の
ひ
な
人
障
は

5
5

2
白
混
入
曲

g
Eま
っ
弓
一
指
つ
に
。

一た

05-干
一日
ま
で
。

罰
{
が
ん
)
事
芸
誌
の
ひ
一室

問
問
題
の
E
戸

議

室

一昭
れ
た
珍
し
い
も
の
で
・
入

量

一

巴

な

人

陪

な
さ
を
慶
示
し
た
「
揮
土
一昭
和
初
期
ま
で
白
高
典
的
二
+点

一白
自
を
績
め
て

い
る
二
』
の
ほ

eh

4

6
地
方
の
師
土
日
瓜
に
桔
め
ら

一

一

り

文

「

玩

具

に
見
る
生
語
文
化
史
」
が
、
一を
盟
示
し
て
い
る
。

一か
、
間
和
問
問
白
紙
芝
四
や
手
岡

田
活
れ
て
い
る
庶
扇
町
由
り
や
心
を
&

一

-

2
5
6
2
一
い
高
い
で
、
芦
田

神
田

2
5
5神田
一

堂

玩

控

室

耳

目

2
3
5ヰ聞
と
の

62的

問

る

開

E
生
活
文
化
史
科
阻
で
開
催
さ
一家
が
大
正
京
聞
か
ら
阻
和
初
聞
に

一
フ
ィ
A
L
な

P
E展
示
し
て
い

志

向

日

刊

誌

誌

刊

誌

M

q人
気
を
呼
ん
で
い
号
一
か
け
車
し
た
も
の
で

i
i
e
Zまで
・
土
、

問
屋
市
敏
W
妥
員
会
が
時
習
し
司阜
り
れ
は
く
な
っ
た
も
の
も
多
一
白
曜
の
号
無
句

て
伊
お
る
『
木
下
問
」
〈
仰
白

E

東

y、
聞や人惨など、すでに健筆精した槍しい郷土号揖が盤ぷ生活文
化史贋=仰戸前夜薦区.樽""'0:盆活文化交科館で
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史料問主事 I11口さっき史料館日誌抄

深江北町追跡 I:B土IrllM
友の会 館36担l例会(参加者 51名)

深江北町遺跡について 山下史朗氏

S61l1 

9 n 6 11 
7 [1 

友の会第37凹例会

第 4回白底辺を歩く会(参加者127*，)

小野柄小学校3"1'!t (見学者35名)

101 J lorr 

資料寄贈者ご芳名(六)
1I{{.f!161fド8IJU昨敬称略

1711 

制白小学校3年生(見学者135名)

ひがし壮ど史跡的ぐりハイク(見学者1881'，)

東灘区役所主IIIi
文化財ぬぐりパス(見学者50品)

神戸市教行委n全文化財課主催
文化財めぐりパス(見学者40名)

文化財的〈・りパス (μ学者50名)
本山南小学校3"1:生(は学者100名}

:11日

11 JJ 4日

日
け

門

川

口

M

6

7

2

 

11H 2 FI 

東灘小字校3年並(比学者200ct，)

本庄小学校311~~ι(礼学者 241名)

ガールスヵ ，~ト{見学者22名)

友の会第38回例会(参加者25名)

母系の紋章一母から般へ伝えるむのー近雌雄樹氏

本庄小学校教諭{見学者35名)

本山沼3小学校 :1年!t(見学者145名)

御影北小学校3年生(見学者200名)

S62lJ'. 

!日17日

23日

25日

28L1 

:10"1 
:11 EI 

福池小学校 3 年~I:. U~学者 150名)

({，崎小学校311:'生 {見学者287名)

神大附凪住吉小学校3年生(見学者40名}

神大附属住吉小学校3年生(見学者80名}

2f17日
1:1円

20日

21日

凪寸で新 t::> 2高た人料 IDl L自 フ弘・何がな:ニ 料 のが 受加で 中 多 い叩ジ
告 。ずしよい自 の 航 に 凹代主がい よ上ど巷 軒I先、 そけし は断 〈践と区間 }閉
たど。いって 山例 と 、月 え的・とりが、のだ全ニの£て 、し は ついしラ 辺
たう今メと lT ‘性 l.. h~ か雌に副祈 b つ 払発よ目 ....代しい l)íl まあ左前~〆唄
い ぞ は〆気さ制屯て脱らい型1 分刷、た例行り録~ ~) t.:"た 年しり駒市 し ドみ 11
て l~ ~パがた述1..:' ! ~!の 11 こ手伝1.. の 人、 の 化 ~t り・だとたま n .と掛f!i'編
みとく lかい会 .[(山〈円と l1lリタれ むの翻年‘来ル い同しせで b ・省長 名

手21Z2色EL?zqt左手士主主z書面詰詰E 主長ム~E官i長カ!手
さん将入のい料地J.弛 lI1思 こ 1 たはでを究発脱だ' か 料屋 "たリゃえー っ
い五米がはま記域す く 辺いとマ1.， Iff -r上 体 fiのって らで道ス 1:1ま〈 、年 11
ヵ;合・ナ ;'1:に 。々而まは企い示 。巨l制 ‘企たは ニ 、喜 ツ市し
、心 い fri'( 凪 lH- っ民寸 、 f)~ ス~そるの 付箇収州 市辿歩 ア iょん船的ニ
ー 何日 ニ U た 」づ人た を。何時夕空し成田H史 、闘で 冊続く l そ。 μ ほ
1庄でも と にだ合ぃ _.!l!先 に‘ y けて 山立 m史品サ b 幸会はッ のど l

友間 研事 理 問i誕日民世JIリ.Jf!! I，~<I ( ~. M! 
融 i.[ iJ:本当〈 戸 Ti戸 1.1.h1戸

会 董 究高 シ 足玩博車市 ~E 仲市主
管品島市盟問先富定書昌吉開高目高RE自信事空事史 3Z詩語陸英語封書書協

府i 料 ピ1品物四史文 件 船主主袋

事告草也、E z密 議1:( 惜罪主 ぜ 型史民去最 E Zま館界ZE器李2Eカ
七位jI flH tti! 1;; 団

役 ン ド11i;出N!
松1.11伊阿川出永融芯小木 員 y戸 川戸大サ本武帥抜 体
本部品!H 11 111.n辺 'n削 111 山校共九 ン11'附戸 1型

会 11( 1iJl j也同百テ.1i.山山 区
義知昂 つ仙=tJ !~~ 1哩刊 光 悦印貨 レ校学 ''i~ .Bl; 
U雄子馳主 二 郎 三 拍即時 ;東部制的ピ l副会会所

峨jl!ihi三 .*'仙 1也 3.'.'.・ /肌地 I~;陥 はえと り 器

他 JOI 山/テ アロ ，、I~円相館{二みージーランド}

，I~郎、食器/古川ヨン1"はかり、〉、，'(./今仲

l世(..1角 地阿/JlliH文化七ノター gf再/大
l吋， 1 見 ・，'Hñ/藤川H;fl ・，1~ß/It:崎 rH ，'r.地域

研究史料航 ・作部/111'1'刊IJ ィ，けん/哨IJ
}・ ひきヲす/ 11雌 .1L!1:嗣 j~ I !If.拘町 t;(I~/ II，~ 

ι近代見附館 iHH/出尚文化史H~'; . t，IH/ 
山本I岨 .1 ~ iN/ 1illlill (-• ，，1::1再/'lf川市 ・'J
，1;l''{1ト

研修会への館員派造
61.11.28 
兵JI]HI;1博物館協会却 2@1研修会

神戸市立問物館

神戸市立背少年科学館

菊正宗酒蔵記念館

(派遣館日 制査員 :i~月友二、迫谷ヰ1)
61.11.3 

史料館スタッフ見学会 参加者6名

『姫路方Wiの問物館を防ねる』
・広1i'L庇史問物館 ・脊寺民俗資料館

・日本玩J:!'悶物館 ・1品開寺民俗資料館

・柳川国男、松岡家顕彰会記念館

62.2.18 
61WI))' 博物館資料If'lj土研修会

古文部の取扱いについて

発 表 滝川吉則氏

今JI 美紀氏
小梨桶蝕治tl:
小林基仲氏

研究U 大国正英
調査凸盟月友二

道苔 1;1

実技研修

派遣館員
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